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研究要旨 

器具・容器包装等には原料、添加剤、不純物等の様々な化学物質が残存し、これらの化

学物質は食品や唾液を介してヒトに曝露する可能性がある。そのため、器具・容器包装等

の安全性を確保するためには、製品に残存する化学物質やその溶出量等を把握することが

重要である。また、規格基準を満たしているか否かを判定するための試験法が定められて

いるが、技術の進歩に伴い、近年では様々な簡便で有用な代替法が開発されており、これ

らの代替法による試験の実施を希望する試験機関が存在する。そこで、市販製品に残存す

る化学物質に関する研究として、合成樹脂製器具・容器包装に含有される非意図的添加物

質の探索、合成樹脂製器具・容器包装に含有される非意図的添加物質の探索、ホルムアル

デヒド定量分析法の検討と性能評価、規格試験法におけるビスフェノール A の定量下限、

紙製ストローに含まれるペル及びポリフルオロアルキル化合物群、ポリ塩化ビニル製お

もちゃの使用可塑剤調査、リサイクルプラスチックに由来する玩具等の金属含有量に関

する調査、器具・容器包装に用いられる安定剤に関する研究を実施した。 

合成樹脂製器具・容器包装に含有される非意図的添加物質の探索では、昨年度に引き続

き、NIAS について報告された 21 報について調査を行い、11 種類の樹脂から検出が報告

されたのべ 1562 化合物を収載した。昨年度までのデータベースと合わせると、調査論文

は 103 報となり、収載化合物はのべ 4906 化合物となった。その中で、のべ 2050 化合物

について精密質量データを収載することができた。 

ホルムアルデヒド定量分析法の検討と性能評価では、水蒸気蒸留の操作を省略し、目視

による呈色の確認を吸光度による定量法に変更した改良法を構築し、その性能を室間共同

実験により評価した結果、ホルムアルデヒド定量分析法は、Codex 委員会が分析法承認の

ために設定している性能規準の指標値を満たしており、分析法として妥当な水準にあるこ

とが確認された。 

規格試験法におけるビスフェノール A（BPA）の定量下限については、18 試験所で液

体クロマトグラフ-UV 検出器（LC-UV）、液体クロマトグラフ-フォトダイオードアレイ

検出器（LC-PDA）、液体クロマトグラフ-蛍光検出器（LC-FL）、液体クロマトグラフ-質

量分析計（LC-MS）、液体クロマトグラフ-タンデム質量分析計（LC-MS/MS）による測

定を行い、定量下限値を推定することにより、検出器ごとに適用可能な BPA 規格値を検

証した。 

紙製ストローに含まれるペル及びポリフルオロアルキル化合物群では、市場で購入し
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た輸入紙製ストロー18 試料及び日本製紙連合会より供与を受けた紙製ストロー8 試料に

含まれる PFASs を測定したところ、市場で購入したストローよりも、日本製紙連合会よ

り供与を受けた紙製ストローの方が PFASs 含有量は低かった。PFOA が含まれていた紙

製ストローの原紙中 PFASs を測定したところ、紙製ストローに含まれた PFASs は原紙に

由来すると推察された。 

ポリ塩化ビニル製おもちゃの使用可塑剤調査では、2009 年度、2014 年度、2019 年度

に引き続き、2024 年度に購入した市販 PVC 製おもちゃに使用される可塑剤を調査し、

これまでの結果と比較した。使用された可塑剤の種類に大きな変化はなく、DEHTP が主

要な可塑剤として使用されていた。 

リサイクルプラスチックに由来する玩具等の金属含有量に関する調査では、リサイク

ルプラスチックが用いられている可能性のある玩具 16 検体について、材質中の元素含有

量の調査を行った。その結果、一部の器具・容器包装において Al や Zn が高濃度含有され

ていること、また一部の玩具には難燃剤由来と考えられる Br や Cl、Sb が高濃度含有され

ており、それらの玩具には有害元素や希土類元素も含有されていることを明らかにした。 

器具・容器包装に用いられる安定剤に関する研究では、紫外線吸収剤、酸化防止剤等の

ポリマー等の分解を防ぐ目的を主として使用される 35 物質を対象物質として、紫外線照

射による分解等の有無を確認した。一部の生成物について構造を推定することができ、紫

外線により tert-butylphenyl 基または 3,5-di-tert-butyl-4-hydroxyphenyl 基の脱離、二量

化、酸化、スルフィド化、置換基の移動等の変化が起こることが示唆された。 
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